
3R Eco おばちゃんProject 
 

小さな町からの挑戦 
「私たちにもできる！」 

２０１１．１０．２８． 

Ladies’Eco Circle “プラムロード”  



京都市内で小さな小さな学区 
梅逕学区 
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防犯推進  消防分団  少年補導  

 

梅逕安心安全ネットワーク 
 

梅逕安心安全ネットワークごみ減量推進会議 
 

Ladies’Eco Circle 
“プラムロード” 
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家庭の台所から湧き出た 
「おばちゃんパワー」と「おばちゃんの知恵袋」 

 
２００９年の春「３Rって何？」から始まった私たちも 

地域の子どもたちや若いおばさんたちに 
教えることができるようになりました 

 
 
 



リサイクル（Recycle） 
１００人のおばちゃん村では、はじめ９５人が知っている言葉でした。、 

 

・コミュニティー回収  新聞・紙マーク製品・段ボール・古布 
     結果→コミュニティー回収はこの一年緩いカーブを描きながら 
          回収率は少しずつ上を向き始め、言葉を知るだけでなく 
          回収量増加は関心の広まりを感じます。 
 
      

 おばちゃんパワーネットワーク 
   「口コミ情報」 
      ・「コミュニティー回収情報を井戸端会議の議題に載せる」 
        雑紙の回収についての口コミ情報→雑紙の回収量が増加 
       
      ・独居世帯や高齢者世帯にはコミュニティー回収に参加しやすい環境作り 

         「こんにちは。お元気ですか？」訪問 
      
              梅逕畑の収穫をお届けする→環境の会話が始まる 
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リサイクル（Recycle） 
１００人のおばちゃん村では、３年がたった今では 
１００人全員が知っている言葉になりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                             雑紙回収が多くなって 
                             きました。カレーや 
                             キャラメルの空き箱、 
                             子どもたちも家庭で                                                                                            
                             お手伝いできています。 
 
 
 
 
 
 
  
 京都学生祭典地域連携部の 
 学生たちが手伝ってくれています。 

 「若い力」感じます。           
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   ・リユース食器  
     緩いカーブを描きながら、確実に使用率上昇中 

 「なぜ、リユース食器なのか？」 
          

  おばちゃんパワーネットワーク 
      こんな言葉に負けません 
       「洗うのが面倒・・」「使い捨ての方が便利」 
          
          

リユース（Reuse） 
１００人のおばちゃん村では、はじめは４５人が知っていた言葉です。 
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 ＥｃｏＳｕｍｍｅｒＦｅｓｔａ模擬店（夏まつり）  
   梅小路まつり （梅小路小学校） 伝承遊び 
       オープンデー日本語カフェ（国際交流会館） 
         餅つき大会（七条少年補導委員会安寧・大内・梅逕支部）  

           消防総合訓練炊き出し（梅逕分団）など 
      

  が、リユース食器は・・・ 
 

リユース食器まだまだ賛否両論です。 
 
 
 

 
リユース（Reuse） 

１００人のおばちゃん村では、３年がたった今では、 
７５人が知っている言葉になりました。 
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・ごみ減量最前線は『台所』にあり 
      おばちゃん村の「ごみ減量」勉強会 
        下京区 エコまちステーションとの連携 
 

・ごみ減量のキーポイントは、 
   子どもたちの「なぜ？」を考えよう    
       
      子どもたちと環境体験学習会 
         ・「エコ・シューレ」に参加しよう！ 

         ・「梅逕畑」で耕そう＆学ぼう！      

リデュース（Reduce） 
１００人のおばちゃん村では、最近５５人が知っている言葉です。 
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 ２０１１年春 
   ３Ｒ Ｅｃｏおばちゃんたちは 

    「みみずのカーロ」に出会いました 
 

      シェーファー先生の自然学校から 
     たくさんのことを学びました。 

 

  

 子ども達と共に学びました。 
 「生活で不要なものがゴミなのではなく、 
  土に返らないものがゴミである。」 



     分別ごみ箱プロジェクト２０１１ 
      分別ごみ箱プロジェクト２０１０を充実させる 
         小学校での定着を目指す 
         幼稚園にも・・・ 
 
★授業中の環境教育で学んだ分別・・ 
  中間休みに、 
   教室のごみ箱、 
    覗いてみれば・・・        再利用できそうな 
                        紙が・・・ 
                       プラが混在？ 

小学校の教室のごみ箱を考える 
１００人のおばちゃん村では最近、７５人が気にしていることです。 
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「学校と地域のつながり」 
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 ６月    ジャガイモ収穫に学ぶ 
 ７月    畑の観察 きゅうり・とまと・トウガラシ・シソ・サツマイモ 
 ８月    夏休み工作教室・地域清掃活動 
 ９月    冬野菜の準備 
１０月    冬野菜のたくましさの秘密 
１１月    サツマイモ収穫・焼き芋体験・サツマイモの茎クッキング 
１２月    地域清掃・落ち葉の力・干し柿の甘さの秘密 
 １月    エコスタディー 環境問題の取り組みを見てみよう！ 
 ２月    エコスタディー プラムロードのミミズの一年の活動 
 ３月    エコバスツアー 環境問題と防災について 
 
おばちゃん村が気入ったのか、春に京都大学大学院地球環境学修士２人が 
引っ越して来ました。これで３人の環境アドバイザーのいる村になりました。 
 
 

 
 
 

   エコ・シューレでともに学ぶ 

     「私たちは、今、私たちにできることをしよう！」 
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エコ・シューレ 
（エコ・スクール） 

 １０月 第１回エコ・シューレ 

     「梅逕畑」のさつまいも 
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